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ニルアルコール (PVA) 、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート (PET) 、ポリアミド(ナイロ
ン 6 、ナイロン 66) などについて、まず微結晶が高度に二重配向した試料を作製し、その構造を主と
して X線的に調べ、これらの高分子に共通する大変形の機構を明らかにし、さらに微結晶の配向組織
をより明確にすることを目的として、 1965年から 1970年にかけて行なったものである口便宜的に 3 編
に分け、 1 編では特に面配向に注目して二重配向の機構についての研究結果をのべ、 2 編では高度に
二重配向した試料を用いることにより、幾組かの次数の異なる X線回折強度曲線を出来るだけ正確に
測定して、微結晶の形状と格子歪の異方性を解析し、さらに X線小角散乱によって微結晶の相互の配
置についても知見を得た。 3 編は、 1 編わよび 2 編での研究過程で、一般に X線回折の広がりが大き
い場合には、回折角は Bragg 式によって面間隔に正確には対応しないことを見出し、この現象につい
てまとめたものである。












2 編( 7 章~9 章)では、高度に微結晶が二重配向した試料について、まず次数の異なる三つの回
折の広がりを測定し、微結晶の大きさと格子歪の評価方法を吟味した。その結果、微結晶の大きさに

























第 2 編では、このような機械的変形応力に対する微細結晶の外形の変化と格子歪を、 X線回折のプ
ロファイルの精密測定、小角散乱などにより解析して、それらの物性との関係を明らかにしたO 第 3
編は微結晶の面間隔測定誤差の問題である。応力による結晶の破壊のため、そのX線回折におけるラ
ウエ関数の広がりが生ずるはずで、ある。したがって、この広がりと構造因子との積で決まる回折強度
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の極大値の角は構造因子の傾斜によって広角側か小角側かヘずれるはずで、あるが、赤羽君はこれを k
記各試料を用いて実際に試めし、実験的にはじめてこれを実証したものである。
以上赤羽君の論文は、数多い高分子の構造の論文の中で、特に従来から重要で、ありながら残されて
いた数点の疑問を解明したことで大きい貢献を与え、理学博士の論文として十分の価値あるものと認
める。
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